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2002年 21,531,199 33,511 84,047
2003年 29,287,016 45,138 104,966
2004年 46,302,796 58,088 135,225
2005年 68,000,000 51,461 143,048
2006年 136,188,281 51,815 183,567









月の首相決定二一 号によって「ラ バオ商業・経済奨励・発展地域」の設立が認可され、さらに二〇〇五年一月の首相決定一一号によって現在の正式名称「ラオバ特別経済・商業区」 （ＳＥＣＡ）に改めれた。経済区の開発と運営は、央政府直轄の管理委員会であって、他の国境ゲート経済区が省人民委員会（地方政府） 管轄下に置かれているのとは異なっている。名称に「特別」という言葉が挿入 れ いるゆ







れる「正額貿易」以外に、 「小額貿易」がある。これは、国境周辺住民の日常的な要求に対応するものであって、一定金額以内であれば免税扱いとなる。 「非正規」ではあるが「非合法」では い ラオス人よりもベトナム人のほうが商売に熱心で長けており、デンサワン側に設けられた国境マーケットでも、その大半が日帰りで越境して来るベトナムの商人たちによって占められている。
ヒトの出入国については、 （第三国人を
含めた）パスポー によ ケースと（近隣住民に交付され ）国境通行証によるケースとがある。これ以外に、国境身分証明書による越境制度が従来存在したが、二〇〇八年末をもって廃止されることとなった。第三国人では、ベトナムを観光やビジネスで訪れるタイ人の往来が増大している。
表１によれば、以上の越境貿易額および
出入国者数の二指標に比べると、車両通過数の伸びは緩やかである。その理由のひとつは、 つぎに見るような制度上 約にあ















しくは取得見込みのＳＥＣＡへの直接投資案件は五二件（操業中二七件）である。国別内訳では、ベトナム系企業が四四件（操業中二四 ）と圧倒的に多く、そ 以外にタイ系三件（二件）と中国系五件（一がある。業種別で見る 、生産・加工はベトナム系（発電二件を含む）一〇件、タイ系三件、中国系二件の合計一五 である。その多くは、 やラオス 原材料を調達する企業や、タイやラオスを販売市場として狙う企業である。
投資案件の七割を占めるのは、 商業 ・ サー
ビス、銀行、ホテル・レストラン、輸送、ガソリン給油などである。すでにショッピング・センターや中級ホテル 開業しており、 将来的に より大規模なホテルピング・プラザが建設される予定である。
ラオバオＳＥＣＡに進出する企業にとっ





省フオンホア県に所属す 二つの町（ラオバオとケサィン）ならび 周辺 五つの行政村から構成され、総面積一万五八〇四ヘクタールである。経済区に新た 移住してきた人々以外に、従来 ら農業や林業に従事していた住民約五万人（そのうち少数民族は五〇〇〇人）を包含する。以上 領域全体が保税区域に指定されており、したがって、ラオスと接するラオバ に第一国境ゲート、ベトナム領内への進入口のケサィンに第二国境ゲートが設置 い両者間の距離は二五キロである。
同ＳＥＣＡには国境管理施設と関連施設
（保税倉庫、 免税店、 駐車場など）のほかに、商工業区域や観光区域などの開発が計画されている。なかでも発展の核となるのは、ラオバオ国境ゲートに隣接する工業 ・ 商業 ・サービス区域（一〇〇ヘクタール）であって、すでに基礎的インフラ整備が終了しており、企業の入居も始まっている。
ＳＥＣＡに入居する企業には、通常の工
業団地以上に税制上の特典が付与され、さらに外国からの輸入車両を免税で保有 き、
ラオバオ工業・商業・サービス区域完成予想図
